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【 ２０２４年３月２日】

公共交通オープンデータ最前線２０２４
・東京大学、オンラインハイブリッド開催
・参加申し込み231名
・延べ３４人が登壇（一部はオンライン）して事例等を発表
・Slackにチャンネルを開設し、イベント中も意見交換や質疑応答を実施
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【 ２０２４年６月２１日】

ＧＴＦＳｘOSGeo勉強会
・一般社団法人OSGeo日本支部（OSGeo.jp）と共催
・東京大学、オンラインハイブリッド開催
・参加申し込み202名
・プログラム

・ジオな人のためのGTFS入門、全国GTFS一覧とバス停検索
・GTFSを扱うツール（GTFS-GO、OpenTripPlanner等）紹介
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【 ２０２４年７月９日】

オンラインセミナー「GTFS初任者講習会」
・オンライン
・参加申し込み ４３０名（前年比２．２倍）
・説明資料・動画を協会HP・Youtubeで公開

【 ２０２４年８月２９日】

GTFS作成ツール実習会
・オフライン開催（ＰＣ持参）
・参加者 １２名
・西沢ツール実習
・見える化標準入力フォーマット実習
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【 ２０２５年２月１８日】

GTFSデータリポジトリユーザー会・初任者説明会
・（一社）社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）と共催
・オンライン開催
・参加申込３３１名（前年比２．９倍）
・リポジトリの概要、利用方法、新たな機能等の紹介
・説明資料を協会HPで公開（動画も公開予定）

アーバンデータチャレンジ（UDC）202４に特別賞
（GTFS賞）を提供

・応募作品のうちGTFSデータを利活用している作品等にGTFS賞を授与
する。

・3/８のUDCファイナルイベントで表彰式
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日本バス情報協会会員定例会（会員限定）

＜第６回 202４/5/２０＝ハイブリッド＞
・バスロケーションシステム基礎知識
・バスロケデータの実際

＜第７回 202４/9/９＝ハイブリッド＞
・GTFS再入門（stopsについて解説）
・GTFS stopsのグルーピング（親子関係）の国際標準化
・GTFS-Flexを読み解く
・川崎鶴見臨港バスのバス広告実験の近況

＜第８回 202５/１/２8＝ハイブリッド＞
・国土交通省における標準的なバス情報フォーマット第３版見直し検討業務
・MobilityData Summit報告
・GTFSデータライセンス
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GTFSデータリポジトリ開発・運用協力
・（一社）社会基盤情報流通推進協議会が開設、日本バス情報協会が支援
・２０２２年試験運用開始
・２０２３年、Validator機能追加など大幅な機能拡充を行い本格運用開始
・組織登録受付、問い合わせ対応を実施
・2024年度も機能拡充

・更新催促メール ・バスロケ連携登録
・ボタン配置改善 ・DLデータに日時をファイル名に付与
・有効期間開始日が同じデータの登録は１つだけ
・GTFSリアルタイムのデータ更新間隔を入力・表示可能

前年比2025/2/262024/2/292023/5/4

１．４８倍343２32１６３組織数

１．６０倍473２96205フィード数

２．２１倍2605１１78684ファイル数

全国のオープンデータGTFS事業者の約半数がリポジトリに登録
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 日本バス情報協会では、今後もGTFS・バ
スデータに関するイベント、講習会などを
開催します

 皆様のご参加をお待ちしております。

 また、GTFS・バスデータに関するご質問
があればお尋ねください。

 会員も募集中です。協会ＨＰをご覧くださ
い。

https://busdata.or.jp
office@busdata.or.jp


